
　国東では古くから乾しいたけの生産が盛んでした。また、海に面しているため海産物も豊富です。近年は稚魚を放流するなど、
「とる漁業」から「育てる漁業」に変えようとしています。みなさんは国東の特産品をいくつ言えますか？

　Aさんは、農林水産業に詳しいおじいさんから国東の農林水産業について教えてもらいました。会話を読んで、虫食い
部に当てはまる言葉の組み合わせをア～ウの中から1つ選びましょう。
「国東は昔からしいたけをよう作りよったんじゃ。原木にするけん、【　①　】も一緒に育てちな。世界農業遺産にもなっちょ
るんやで。海ん幸もようとれちな、昔から【　②　】が特産で今はサワラなんかもとれよるな。海藻も多いんで。
【　③　】とかやな」

くにさき学クイズ

～産業編～～産業編～

≪選択肢≫ ア ①クヌギ・②タチウオ・③ヒジキ　イ ①クヌギ・②ダツ・③ヒジキ
　　　　　ウ  ①クスノキ・②タチウオ・③海ぶどう

ア イ
ウ

ヒントはコチラ
答えは次号で発表します。お楽しみに！

前回の答え…ウ（塩トマト、桜王豚、七島イ）でした！皆さん当たりましたか？

国東の農林水産業 問 文化財課　文化財係　　
0978-72-2677

大分県行政書士会杵築支部
　 0977-75-8443

大分県行政書士会事務局
　 097-537-7089

大分地方・家庭裁判所杵築支部
　 0978-62-2052

東部保健所　国東保健部
　 0978-72-1127

福祉課　福祉・障がい者支援係
　 0978-72-5164

国東市成年後見センター
ほっとかない
　 0978-68-1976

国東市消費生活センター
（観光・地域産業創造課内）
　 0978-72-5168
※窓口でも随時相談をお受けしています。

行政相談
行政相談員が、行政などへの苦情や意見、
要望などの相談を受けます。

行政書士会無料相談 ※要予約・１組30分以内
遺言・相続、在留資格、法人設立、各種許
可申請など、お気軽にご相談ください。

民事・家事手続き案内 ※前週金曜までに要予約
裁判所の利用や申し立て手続きなどにつ
いて説明・案内します。

こころの相談 ※3日前までに要予約
こころの悩みなど、つらい気持ちを伝え
てください。

障がい者福祉相談
障がい者のための総合相談窓口です。
ご家族からの相談も可能です。

消費生活出張相談 ※要予約※前週金曜までに要予約
消費生活に関するトラブルについて、助
言や情報提供を行います。

終活相談会 ※要予約
認知症や障がいにより将来に不安を感じて
いる方や家族などへ、終活に関する相談や
支援制度をご案内します。

職業相談ふるさとハローワーク
求人情報の検索や専門員による相談など
をご利用できます。詳細は市ホームペー
ジをご覧ください。

休日当番医 午前８時30分～午後５時

※国東市民病院（　0978-67-1211）、あおぞら病院（　0978-72-0455）は救急病院です。

11/8

11/15

11/22

むさし整形外科医院

国見病院

あおぞら病院

武蔵町古市

国見町伊美

国東町小原

0978-69-0171

0978-82-1251

0978-72-0455

11/23

11/29

12/6

国東中央クリニック

あさひクリニック

末綱クリニック

国東町北江

国東町綱井

国東町田深

0978-73-2200

0978-72-0365

0978-72-0433

※受診する前に必ず休日当番医へ電話をしてください。

無料の相談窓口をご案内します相 談 CONSULTATION

11/11㈬
午前10時～正午

11/11㈬
午前9時30分～午後3時30分

みんなんかん
安岐総合支所

12/9㈬
午前10時～正午

アストくにさき
武蔵中央公民館

11/19㈭
午後1時～3時

12/8㈫
午後1時30分～3時

みんなんかん

アストくにさき

12/1㈫
午後1時30分～3時 みんなんかん

11/24㈫
午後2時～4時

安岐総合支所
101会議室

11/16㈪
午前10時～正午 安岐総合支所

国東市商工会
　 0978-72-2000

大分県よろず支援拠点 ※要予約※前週木曜までに要予約
専門家が販路開拓や資金繰りなど、幅広
い経営相談に応じます。

11/25㈬
午前10時～午後4時 市役所本庁舎

平日
午前9時30分～午後5時

国東地域
ふるさとハロー
ワーク

11/18㈬
午後1時30分～4時30分

ホルトホール大分
（大分市）

武蔵中央公民館

11/12㈭
正午～午後1時
12/10㈭
正午～午後1時

東部保健所
国東保健部

相談内容 日時 場所 問い合わせ

国東地域ふるさとハローワーク
　 0978-72-0952
市ホームページはこちら

大分行政監視行政相談センター
　 097-532-3715
インターネットによる相談も
利用できます。 　国東市の人口ピラミッドを見ると、20代～40代の

人口が少なくなっています。これは、第二次ベビー
ブーム以降の出生数の減少に加え、高校卒業後に進学
や就職で都市部に出て行く若者が多いためです。この
傾向は現在も続いており、人口減少を抑制するために
は、この世代の若者に定住してもらうこと、また、一
旦は都会に出た若者にUターンしてもらうことが重要
です。
　今、東京のマンション価格は、新築で平均1億6
千万円、中古でも平均1億2千万円ほどとなり、夫婦
と子ども二人が暮らせる広さの賃貸マンションの家賃
も月額30万円にのぼるといわれています。そこに食
料品の物価高騰も重なり、共働きであっても都市部で
の生活は厳しさを増しており、Uターンを促進できる
チャンスだと考えています。
　そこで、若者に選ばれる「住み続けたい国東市」を
テーマに、7月から3回「若者会議」を開催しました。
市内の高校生から社会人、子育て世代の女性など、毎
回20人以上が参加して、国東市のまちづくりについ
て、若者の視点から議論を重ねてもらいました。
　9月27日の最終日には、5つのグループが「若者の拠

点づくり」「交流人口を増やすイベント」「SNSを活用
した国東の魅力の発信」など、若者ならではの斬新な
発想の提言を発表し、それぞれの担当課長と意見交換
を行いました。今回いただいた提案については、市が
引き続き検討し、可能なものについては来年度の事業
化を目指します。
　私はファシリテーター役を務めさせていただきまし
たが、休日の貴重な時間を割いて国東市のまちづくり
を自分事として議論する大勢の若者がいることを、と
ても頼もしく、嬉しく思いました。これからも、さら
に多くの若者に参加してもらいながら「若者会議」を開
催し、国東市の未来を担う若者や女性に選ばれるまち
づくりを進めて行きたいと思います。今回、参加でき
なかった方は、次回はぜひご参加ください。お待ちし
ています。

「住み続けたい国東市」をテーマに「若者会議」を開催
国東市長　　松井　督治
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